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第一回　江戸城を歩く

「江戸」の由来

　縄文時代に、現在の東京は複雑な海岸線を持つ地形で、今は私たちが住んでいるところ陸地の、奥深くまで海が入り込んでいました。植物採取や狩猟・漁労などが行われ、重要な食料源である貝は、携行食や保存食として、大量に採種され、加工されました。当時の海沿いには、縄文人たちが貝の貝殻を捨てた「貝塚」が点在しています。貝塚をたどると、縄文時代の海岸線を知ることができます。

もっとも海岸線が陸地に入り込んだところは現在の栃木県の藤岡町。藤岡町にある「篠山貝塚」で淡水・海水の貝殻が発見されています。江戸の由来は諸説がありますが、入り江の「江」と、入り口という意味の「戸」があわさったという説が有力です。

江戸氏と太田氏

　江戸に最初に館を作った武士は、秩父地方から徐々に平野部に移動してきた秩父党の一族。平安時代の終わりに一族のひとり、秩父重継が「江戸太郎」と名前を変えて江戸氏を興します。江戸太郎は、のちに江戸城本丸・二の丸周辺の高台に居館をかまえました。高台であったこととともに、「日比谷入江」と呼ばれる入り江が延びていたことも、この場所に館を作る要因でした。

江戸氏は武蔵国内の有力な武家として、鎌倉幕府の御家人となって繁栄しますが、室町時代には次第に衰え、本拠地を現在の世田谷区のほうへ移しました。江戸氏に変わって、江戸氏の館に入ったのが扇谷上杉家の武将のひとり、太田資長（のちに道灌）です。１４５６年から一年をかけて江戸城を築き、１４５７年４月７日に完成します。高台の周りには、三重の濠（ほり）を巡らし、内部を子城、中城、外城と３つに区切った城でした。港が多かったことから、江戸には商人が集まりだし、関東の陸運・水運の要所に江戸は変貌していきます。

徳川氏の時代

　１５９０年、江戸城を治めていた後北条氏が豊臣秀吉に滅ぼされ、その旧領に封ぜられたのが徳川家康です。家康は三河から江戸城に居城を移しますが、城の整備よりも、城下町の整備を優先し、湿地の開拓、海岸部の埋め立てを積極的に進めて行きます。
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家康が江戸城の本格的な改修を行うのは関ヶ原の戦いのあと。本丸、二の丸、三の丸、西の丸（現在の皇居）、北の丸（現在の北の丸公園）、西の丸下、吹上を中心とする本城を外堀で囲む巨大な城郭に発展していきます。１６０６年からはじまった工事には全国の諸大名が動員され、１６３６年、三代目将軍・家光の時代に完成します。天守閣は五層六階、東西41メートル、南北45メートル、高さ11メートルの天守台の上に、高さ51メートルの天守閣を築くという巨大建築物でした。天守閣の上には高さ３メートルもの金の鯱が飾られていました。天守閣は三度の大火により焼失。１６５７年に本丸と二の丸が焼失した火事のあと、加賀前田家が天守台を再建しましたが、天守閣は建てられませんでした。

江戸の栄華を偲ぶ
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　江戸の栄華を想像しながら、現在の江戸城（皇居東御苑）を歩いてみましょう。皇居東御苑にはいくつもの入り口がありますが、おすすめは桜田二重櫓を眺めつつ堀沿いを歩き、大手門から入って汐見坂を登っていくルートです。百人番所や富士見櫓、あの「松の廊下」の跡を見ながら、歩いていくと「大奥」があった広大な広場が出てきます。その広場の向うに巨大な天守台が見えてきます。

　大手門は江戸城の本丸に登城するための門です。火事や空襲で焼失し、現在私たちが見ることができる大手門は三代目で１９６８年に造られたものです。大手門の近くには、かつて門の上に飾られていたという鯱が置かれています。大手門をくぐって進んでいくと、「百人番所」があります。本丸と二の丸をむすぶ江戸城の中でも要所であるここは、鉄砲百人組といわれた甲賀、伊賀、根来組、二十五組の４組が詰めており、昼夜交代で１００人の同心が配属されていました。
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